
特
集　

英
米
文
学
／
研
究
書
の
ス
ス
メ

　　　四六判・298 頁・3300 円

ロバート・ハンプソン著／山本薫訳　
支配的な価値基準のもとで繰り返され

てきた「船乗り」「海洋小説の作家」

という根強いコンラッド像を覆す。

松 柏 社

評伝ジョウゼフ・コンラッド
女性・アメリカ・フランス

Ａ 5判・145 頁・2420 円

水本篤著　評価、FB、学習支援、校務
運営等々。AIに任せることと教員にし

かできないことを切り分け、すぐに活

用できる具体的な方法を多数紹介。

松 柏 社

ＡＩのある外国語教育

小 鳥 遊 書 房

名誉ある平和
『クマのプーさん』の作家による

平和への提言

四六判・272 頁・2970 円

A・A・ミルン／吉村圭訳　児童文学作
家が第一次世界大戦に従軍した体験を

基に書いた、今こそ読むべき平和への

提言。「名誉ある戦争」も併録。

四六判・370 頁・3960 円

宮内伸子著　日本語では自然でも外国
語には訳しにくい表現がある。これら

はどう翻訳されるのか。太宰治・吉本ば

なな・川端康成等の作品の翻訳を分析。

ひ つ じ 書 房

『人間失格』の「のです」を
どう翻訳するか
日独語対照文学研究

Ａ 5判・120 頁・1760 円

木村護郎クリストフ・尾辻恵美著　国
や地域、民族などを超えて言語を把握

する。言語の存在論と認識論を問い直

す議論の書。

ひ つ じ 書 房

ことばをどう捉えるか
言語の自明性を問い直す

週刊読書人

「英米「英米文学研究書あんな文学研究書あんない」い」特設サイト特設サイト

「読書人 WEB」では本特集面を無料公開しています。

右記 QR コードからアクセスしてください。

四六判・616 頁・4400 円

ルイザ・メイ・オルコット著／和泉邦
子・長岡亜生訳　女性の自立、意義あ
る「仕事」とは何かを描く。自身の様

々な仕事経験を基にした小説、初訳。

彩 流 社

働く女の物語

四六判・520 頁・3850 円

イーディス・ウォートン著／山口ヨシ
子訳　上流階級の虚飾を内側から描い
た代表作を、当時の文化的背景がわか

る豊富な訳注とともに新訳で送る。

彩 流 社

歓楽の家

ギャツビー 100 年
F・スコット・フィッツジェラルド
『グレート・ギャツビー』を読む

三 修 社

Ａ 5判・256 頁・3740 円

杉野健太郎編著　９つの論考を通じて
『グレート・ギャツビー』の魅力や時

代背景、校正による内容の変遷など、

深く楽しく読み解くための を提示。

カズオ・イシグロ
記憶、孤独、そして「関係性」の方へ

四六判・448 頁・3960 円

秦邦生著　アーカイヴ資料や先行研究
を概観し、作品に込められた時代意識

とテーマをあきらかにする。

三 修 社

Ｊ・Ｇ・バラード
混沌とした世界を映すフィクション

四六判・384 頁・3850 円

奥畑豊著　多様な作品群を歴史的背景
や伝記的事実と照らし合わせ、時系列

順に読み解く。

三 修 社

Ａ 5判・240 頁・2750 円

佐藤美希著　日本の英文学研究に併走
してきた『英語青年』誌を精査し、英

文学翻訳、英文学研究、時代・社会思

潮の三者の関係を系譜学的に捉える。

松 籟 社

『英語青年』の翻訳言説
英文学研究は翻訳をどう見てきたか

四六判・198 頁・3410 円

田多良俊樹著　アイルランド大飢饉は
ジョイスの作品でどのように表象され

ているのか。作品を詳解し、ジョイス

が秘めていた政治的意思を読む。

春 風 社

空腹のアイルランド
ジェイムズ・ジョイスの大飢饉表象を読み解く

フランケンシュタイン、日本到来
明治期日本初訳の謎

四六判・266 頁・3080 円

中川僚子著　原書の入手経路から、文
体比較、挿絵の分析まで、丹念な調査

によって、日本初の翻訳者の正体と明

治社会の実相が導き出される。

大 修 館 書 店

Ａ 5判・544 頁・6380 円

巽孝之監修・大串尚代／佐藤光重／常
山菜穂子編著　歴代大統領をたどり、
みえてくる新たなアメリカ文学史のか

たち。

南 雲 堂

アメリカ文学と大統領
文学史と文化史

Ａ 5判・420 頁・9900 円

段書暁著　西洋近代知に接した清朝末
期の中国人が生んだ清末科学小説にお

ける、文学と科学、伝統と近代の交錯

を分析する。

ひ つ じ 書 房

清末科学小説の想像力
伝統と近代の狭間にある文学

四六判・272頁・5060円

上野和廣／白石治恵監訳・杉野徹／鈴
木里奈／新名ますみ訳　フランス革命
後、権威に反逆し、不合理に憤った英

国詩人シェリーの魂の叫びがここに！

南 雲 堂

太陽に挑む鷲
シェリー後期散文集

彩 流 社

Ａ 5判・292 頁・3520 円

伊藤淑子・倉橋洋子・小田敦子・真田 
満編著　空間の拡張、風景の変容、時
間概念の多様化等をキーワードに文学

と「エコノミー」の関連性に切り込む。

エコノミーから
19世紀アメリカ文学を読む
空間の拡大と社会の変容

四六判・440 頁・3850 円

イーデン・ロビンソン著／北村みちよ
訳　カナダ・ハイスラ族の居留地を舞
台に先住民の伝説と現代が交錯する。

ひとりの少女が辿る喪失と再生の物語。

彩 流 社

モンキービーチ

日
本
英
文
学
会
全
国
大
会
開
催
を
機
に

日
本
英
文
学
会
全
国
大
会
開
催
を
機
に

Ａ 5判・274 頁・4400 円

杉村藍著　３つの一人称小説『教授』
『ジェイン・エア』『ヴィレット』を

対象に、物語と絵画が相互に影響し

あった独特の創作方法に迫る。

春 風 社

語りとヴィジュアリティ
シャーロット･ブロンテの一人称小説を読む

四六判・228 頁・2420 円

D・A・ミラー／玉井潤野訳　「個別性」
や「単独性」をひどく嫌ったスタイル

主義者オースティンの文体、美意識は

誰にも真似することができない。

小 鳥 遊 書 房

ジェイン・オースティン
あるいはスタイルの秘密

四六判・256 頁・2970 円

遠藤不比人著　ジェイムソン、フロイ
ト、ド・マン、ワイルド、ロレンスな

どのモダニズム的テクスト群を横断

し、名状しがたい無意識に迫る！

小 鳥 遊 書 房

情動的唯物論
モダニズム／精神分析／脱構築

Ａ 5判・304 頁・3740 円

金子幸男著　トマス・ハーディ、ジョー
ジ・エリオットなどの作品を通して、

南部イングランドの田舎にナショナル・

イングリッシュネスを探る。

小 鳥 遊 書 房

英文学・風俗画にみる
田舎のイングリッシュネス
一九世紀のカントリーハウスと
コテッジというホーム

研究発表テーマ研究発表テーマ

ロバート・バートンの
ルクレティウス受容

『メランコリーの解剖』第一
部にみる感情解剖の詩学

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

十
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
聖

職
者
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ト
ン

の
大
著
『
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の

解
剖
』
（
一
六
二
一
年
）
は
、

百
科
全
書
的
知
識
の
集
積
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
本
来
は

憂
鬱
症
に
悩
む
心
を
癒
す
た

め
の
「
治
療
の
書
」
と
し
て

構
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著

作
は
無
数
の
声
を
編
み
上
げ

た
「
思
考
の
モ
ザ
イ
ク
」
で

あ
る
。
バ
ー
ト
ン
は
他
者
の

言
葉
を
引
用
し
続
け
る
こ
と

で
思
考
を
組
み
立
て
る
。
そ

こ
で
は
引
用
は
思
考
そ
の
も

の
な
の
で
あ
る
。

　

哲
学
・
医
学
・
詩
・
歴
史

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
断
片

は
、
配
置
さ
れ
、
接
続
さ
れ
、

と
き
に
逸
脱
し
な
が
ら
テ
ク

ス
ト
を
形
づ
く
る
。
こ
の
と

き
読
者
の
思
考
は
直
線
的
に

進
ま
ず
、
回
り
道
を
強
い
ら

れ
る
。
だ
が
そ
の
「
脱
線
」

こ
そ
が
、
過
度
な
集
中
や
思

い
詰
め
た
状
態
を
和
ら
げ
、

思
考
を
持
続
さ
せ
る
技
法
と

な
る
。
バ
ー
ト
ン
は
セ
ネ
カ

や
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
を
切
り

取
り
、
再
配
置
す
る
こ
と
で

新
た
な
「
治
療
の
言
葉
」
を

生
み
出
し
た
。
古
典
は
保
存

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
引
用

さ
れ
、
組
み
替
え
ら
れ
る
こ

と
で
生
き
続
け
る
。

　

こ
の
文
体
は
、
メ
ラ
ン
コ

リ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
思
考
の

形
で
も
あ
る
。
一
つ
の
文
の

中
で
英
語
と
ラ
テ
ン
語
を
往

復
し
つ
つ
複
数
の
声
を
響
か

せ
る
そ
の
書
法
は
、
思
考
を

単
一
方
向
に
閉
じ
込
め
ず
、

分
散
さ
せ
る
こ
と
で
書
き
手

と
読
者
の
双
方
に
治
療
的
効

果
を
も
た
ら
す
。
今
日
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
見
ら
れ
る
断
片
的
な

読
書
と
連
想
の
連
鎖
も
、
ど

こ
か
バ
ー
ト
ン
的
で
あ
る
。

断
片
を
集
め
て
意
味
を
編
む

営
み
は
、
す
で
に
私
た
ち
の

思
考
の
基
本
様
式
と
な
っ
て

い
る
。

　

拙
著
『M

e
l
a
n
c
h
o
l
y
 

a
n
d
 
M
o
s
a
i
c
 
S
t
y
l
e

』
（
英
宝
社
）
で
は
、
こ
の
よ

う
な
引
用
に
よ
る
思
考
の
編

成
を
「
モ
ザ
イ
ク
文
体
」
と

し
て
捉
え
、
そ
の
治
療
的
機

能
を
論
じ
た
。
そ
の
延
長
と

し
て
、
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
か

ら
選
び
取
ら
れ
た
断
片
が
、

バ
ー
ト
ン
の
テ
ク
ス
ト
の
中

で
ど
の
よ
う
に
再
配
置
さ
れ

て
い
る
か
を
考
え
て
い
る
。

断
片
の
選
択
と
配
列
に
こ

そ
、
バ
ー
ト
ン
の
「
感
情
解

剖
」
の
詩
学
が
現
れ
て
い
る

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

バ
ー
ト
ン
の
テ
ク
ス
ト
に

お
け
る
断
片
と
脱
線
の
編
成

と
そ
の
治
療
的
機
能
を
、
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（
さ
か
き
ば
ら
・
と
も
き
＝

英
文
学
）
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翻訳で学ぶ英語と文学

大学英語教育における翻訳
文学の可能性

　

よ
く
知
ら
れ
た
芥
川
龍
之

介
「
蜘
蛛
の
糸
」
の
冒
頭
で

あ
る
。
ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン

に
よ
る
英
訳“

T
h
e
 
S
p
i
d
e
r

T
h
r
e
a
d
”

（Ra
s
hō
m
o
n

a
n
d
 
S
e
v
e
n
t
e
e
n
 
O
t
h
e
r

S
t
o
r
i
e
s

所
収
、P

e
n
g
u
i
n

B
o
o
k
s
,
2
0
0
6

）

で

は

次

の
よ
う
に
始
ま
る
。

“
A
n
d
 
n
o
w
,
c
h
i
l
d
r
e
n
,

l
e
t
 
m
e
 
t
e
l
l
 
y
o
u
 
a
 

s
t
o
r
y
 
a
b
o
u
t
 
L
o
r
d
 

B
u
d
d
h
a
 
S
h
a
k
y
a
m
u
n
i
.

I
t
 
b
e
g
i
n
s
 
o
n
e
 
d
a
y
 

a
s
 
H
e
 
w
a
s
 
s
t
r
o
l
l
i
n
g

a
l
o
n
e
 
i
n
 
P
a
r
a
d
i
s
e
 

b
y
 
t
h
e
 
b
a
n
k
s
 
o
f
 

t
h
e
 
L
o
t
u
s
 
P
o
n
d
.
”

　

英
訳
の
第
一
文
は
、
日
本

語
原
文
に
対
応
す
る
部
分
が

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
だ

が
、
こ
の
一
文
の
挿
入
は
、

原
文
が
丁
寧
な
語
り
口
調
で

書
か
れ
た
児
童
向
け
の
作
品

で
あ
る
こ
と
を
再
現
す
る
工

夫
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。
日
本

語
原
文
で
は
「
ご
ざ
い
ま

す
」「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
」
の
よ
う
な
聞
き
手
へ
の

配
慮
を
表
す
表
現
が
使
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
文
章
自
体
が

語
り
手
と
聞
き
手
の
存
在
を

含
意
し
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
語
で
は

こ
の
よ
う
に
文
末
表
現
の
使

い
分
け
に
語
り
手
と
聞
き
手

の
対
人
関
係
が
反
映
さ
れ
る

の
に
対
し
、
英
語
で
対
人
関

係
を
示
す
際
に
は
、
相
手
へ

の
呼
び
か
け
表
現
を
加
え
る

な
ど
別
の
手
段
が
求
め
ら
れ

る
。
ル
ー
ビ
ン
訳
で
は
、
英

語
に
す
る
と
失
わ
れ
て
し
ま

う
日
本
語
文
末
表
現
の
機
能

を
英
語
と
い
う
言
語
に
即
し

た
方
法
―
―
呼
び
か
け
表
現

“
c
h
i
l
d
r
e
n
”

を

加

え
、

語
り
手
と
聞
き
手
を“

m
e
”

“
y
o
u
”

と
言
語
化
す
る
こ

と
―
―
に
よ
っ
て
補
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
原
文
と
翻
訳

を
比
較
検
討
し
、
翻
訳
者
の

工
夫
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
な
か
で
、
英
語
と
日
本

語
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
的
特
徴

や
表
現
作
法
の
違
い
、
さ
ら

に
語
り
の
構
造
や
視
点
と
い

っ
た
文
学
テ
ク
ス
ト
の
仕
組

み
に
気
づ
か
さ
れ
る
機
会
を

多
く
得
て
き
た
。
そ
う
し
た

学
び
は
、
言
語
へ
の
意
識
を

高
め
る
と
い
う
英
語
教
育
の

目
的
に
も
適
う
と
考
え
、
本

発
表
で
は
、
日
本
文
学
の
英

訳
作
品
を
英
語
文
学
の
一
部

と
位
置
付
け
て
、
英
語
教
育

に
用
い
る
意
義
を
示
し
、
そ

の
具
体
的
な
活
用
方
法
を
提

案
す
る
。
英
語
圏
で
は
近

年
、
翻
訳
文
学
や
翻
訳
者
の

役
割
を
見
直
す
気
運
が
高
ま

っ
て
お
り
、
日
本
文
学
の
英

訳
に
つ
い
て
も
す
ぐ
れ
た
翻

訳
者
た
ち
の
生
み
出
す
魅
力

的
な
作
品
が
関
心
を
集
め
て

い
る
。
近
現
代
文
学
の
さ
ま

ざ
ま
な
英
訳
事
例
を
取
り
上

げ
て
、
英
語
文
学
教
材
の
新

た
な
選
択
肢
と
し
て
の
可
能

性
を
探
究
し
た
い
。（
な
か

が
わ
・
え
り
＝
英
語
教
育
・

翻
訳
研
究
）
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How are Indigenous Communities 
Positioned in Canadian Multiculturalism?

A Study of Tomson Highway’s The Rez Sisters 
and Dry Lips Oughta Move To Kapuskasing

T
h
e
 
R
e
z
 
S
i
s
t
e
r
s
 

（1
9
8
6

）

とD
r
y
 
L
i
p
s
 

O
u
g
h
t
a
 
M
o
v
e
 
t
o
 

K
a
p
u
s
k
a
s
i
n
g

（1
9
8
9

）

は
、
一
九
七
一
年
の
カ
ナ
ダ

の
多
文
化
主
義
宣
言
の
の

ち
、
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ

た
一
九
八
八
年
を
挟
ん
で
初

演
さ
れ
た
。
作
者
のT

o
m
s
o
n

H
i
g
h
w
a
y

は
ク
リ
ー
族
出

身
で
、
先
住
民
同
化
政
策
の

一
環
で
あ
る
寄
宿
学
校
で
の

初
等
教
育
の
の
ち
、
ピ
ア
ノ

専
攻
の
高
等
教
育
を
受
け
る

ま
で
に
至
る
。
し
か
し
各
地

の
先
住
民
居
留
地
の
現
状
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
劇
作
家

に
転
向
し
た
よ
う
だ
。Hi

g
h

w
a
y

は
、
先
住
民
居
留
地

の
社
会
問
題
で
あ
る
ア
ル
コ

ー
ル
中
毒
や
貧
困
、
高
い
失

業
率
な
ど
を
背
景
に
し
な
が

ら
も
、
音
楽
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル

を
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
ク
リ
ー
族
の
性
格

を
舞
台
に
載
せ
る
こ
と
に
注

力
し
た
。
つ
ま
り
、
固
定
観

念
的
な
悲
壮
漂
う
雰
囲
気
で

は
な
く
、
笑
い
の
表
現
を
通

じ
て
傷
を
癒
し
な
が
ら
、
先

住
民
の
文
化
を
居
留
地
の
外

へ
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
の
で
あ
る
。

　

架
空
の
先
住
民
居
留
地

W
a
s
a
y
c
h
i
g
a
n
 
H
i
l
l

を
舞
台
に
、
七
人
の
女
が
登

場
す
るT

h
e
 
R
e
z

と
七
人

の

男

が

登

場

す

るD
r
y
 

L
i
p
s

に
お
い
て
、
唯
一
共

通
し
て
登
場
す
る
の
は
性
別

と
い
う
概
念
が
な
い
ト
リ
ッ

ク

ス

タ

ー
、N

a
n
a
b
u
s
h

で

あ

る
。D

r
y
 
L
i
p
s

で

先
住
民
文
化
を
一
人
残
そ
う

と
す
るS

i
m
o
n

は
叫
ぶ
。

「
俺
た
ち
はw

e
e
t
h
a

と
呼

ぶ
。
彼
で
も
彼
女
で
も
な

い
。N

a
n
a
b
u
s
h

、
戻
っ
て

き
て
く
れ
」
。
西
洋
社
会
、

特
に
キ
リ
ス
ト
教
が
も
た
ら

し
た
家
父
長
制
に
対
し
て
、

文
化
の
違
い
を
真
正
面
か
ら

突
き
つ
け
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
登
場
人
物
た
ち
が
話

す
言
葉
は
英
語
と
ク
リ
ー
語

・
オ
ジ
ブ
ウ
ェ
ー
語
が
入
り

混
じ
り
、
舞
台
そ
の
も
の
が

文
化
の
混
合
を
象
徴
し
て
い

る
。

　

両
作
品
に
繰
り
返
し
表
れ

る
の
は
、
多
文
化
主
義
政
策

に
お
い
て
支
援
す
る
こ
と
が

難
し
い
目
に
見
え
な
い
文

化
、
精
神
世
界
の
サ
バ
イ
バ

ル
で
あ
る
。
境
界
線
を
曖
昧

に
し
、
飛
び
越
え
る
ト
リ
ッ

ク
ス
タ
ー
は
、
多
文
化
主
義

政
策
の
枠
組
み
も
飛
び
越
え

る
の
だ
ろ
う
。（
お
お
は
し

・
え
り
＝
米
文
学
）

引
用
と
脱
線
が
癒
す
と
き

榊榊榊榊榊榊榊榊榊榊榊榊榊榊榊
原原原
知知知
樹樹樹
（
東
京
医
療
保
健
大
学
講
師
））））））））

　

人
は
落
ち
込
ん
で
い
る
と

き
、
ま
と
ま
っ
た
思
想
で
は

な
く
、
断
片
的
な
言
葉
に
救

英
語
の
授
業
で

日
本
文
学
の
英
訳
を
読
む

中中中中中中中中中中中中中中中
川川川川川
映映映
里里里里里
（
東
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

「
或
日
の
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
お
釈
迦
様
は
極
楽
の

蓮
池
の
ふ
ち
を
、
独
り
で
ぶ

ら
ぶ
ら
お
歩
き
に
な
つ
て
い

ら
つ
し
や
い
ま
し
た
。
」

先
住
民
作
家
が
描
く

見
え
な
い
文
化

大大大大大大大大大大大大大大大大大大
橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋
永永永永永永永永永
理理理理理理理理理理理
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）））））））））））

※
当
日
会
員
に
つ
い
て

非
会
員
の
方
で
も
、「
当
日
会
員
」
と
し
て
同

大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
会
場
の

受
付
（
良
心
館
１
階
）
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

当
日
会
員
の
参
加
費
は
１
０
０
０
円
（
学
生
の

場
合
も
同
額
）
と
な
り
ま
す
。
お
つ
り
が
な
い
よ

う
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

★★
特
別
企
画

特
別
企
画　

対
談
「
文
学
と
言
葉
」

対
談
「
文
学
と
言
葉
」

　

日
時
：
５
月
17
日
（
日
）
13
時
45
分
〜
15
時
45
分

　

場
所
：
良
心
館
地
下
１
階
地
２
教
室

司
会
：
阿
部
公
彦
（
東
京
大
学
教
授
）

講
師
：
俵
万
智
（
歌
人
）
、
渡
辺
祐
真
（
批
評
家
）

質
問
者
：
竹
村
は
る
み
（
立
命
館
大
学
教
授
）
、
横
内
一
雄
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）
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